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はじめに
利尻島にはこれまで，2 種の固有種（リシリウ

ズムシ Dendrocoelopsis ichikawai，リシリオオウ
ズムシ Bdellocephala borealis）を含む 8 種もの
淡水産ウズムシ類（プラナリア）が生息すること
が知られており，多様なウズムシ類が生息してい
ることが明らかにされている（石田，2000；石田
ほか，2011)．2014 年には筆者の一人である森井
によって，陸産ウズムシ類の生息も利尻島におい
て初めて確認された（森井・内田，2015)．陸産
ウズムシ類は，扁形動物門，三岐腸目（ウズムシ
目）に属するウズムシ類のうち，陸上に生息する
ものの総称であり，近年の分子系統学的な研究か
ら，リクウズムシ科（Geoplanidae）の 1 科のみ
にまとめられている（Sluys et al., 2009)．利尻島
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において発見された陸産ウズムシ類は，一対の眼
点があり，さらに前端が細長いことから，リクウ
ズ ム シ 科（Geoplanidae），Rhynchodeminae 亜
科，Rhynchodemini 族の一種であると判断された
（Ogren & Kawakatsu, 1988; Sluys et al., 2009; 
久保田・川勝，2010；森井・内田，2015）．

一方，2014 年の調査では，発見した個体を採集
しなかったため，画像から得られる情報以上の知見
を得ることができず，今後の課題として残されてい
た．本研究では，利尻島の陸産ウズムシ類のより
下位の分類を目指し，DNA 分子形質を用いた同定
（DNA バーコーディング）を試みた．

材料および方法
2014 年に利尻島において初めて陸産ウズムシ
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類が発見された地点である，利尻島北部の姫沼
付近にあるノドットマリ川沿い（N45.22686° /
E141.26077 ° ; 森 井・ 内 田，2015） に お い て，
2015 年 6 月 1 日に，体長 10mm ほどの陸産ウズ
ムシ類 2 個体を採集した（図 1）．採集された個体
はいずれも，2014 年に撮影された個体と形態的特
徴が酷似しており（森井・内田，2015)，リクウズ
ムシ科（Geoplanidae），Rhynchodeminae 亜科，
Rhynchodemini 族の一種であると判断された．

そ の う ち の 1 個 体 の 後 端 の 一 部 を 用 い て，
NucleoSpin Tissue（ タ カ ラ バ イ オ， 大 津 ）
に よ る 全 DNA の 抽 出 を 行 っ た． 全 DNA を
鋳 型 と し て， ミ ト コ ン ド リ ア DNA の シ ト ク
ロ ー ム オ キ シ ダ ー ゼ I（COI） 領 域 の 834bp
を BarS: 5’ -GTTATGCCTGTAATGATTG-3’
（Álvarez-Presas et al., 2011） と COIR: 5’
-CCWGTYARMCCHCCWAYAGTAAA-3’（Lázaro 
et al., 2009）のプライマーセットを用いて PCR 法
によって増幅した．PCR 法による DNA 増幅は，
95℃ 5 分加熱後，94℃ 50 秒，43℃ 45 秒，68℃
50 秒を 30 サイクル行った後，68℃ 10 分の条件
で（Mateos et al., 2013)，TaKaRa Ex Taq（タカ
ラバイオ，大津）を用いて行った．得られた PCR
産 物 を Exo-SAP-IT（Amersham Biosciences, 
Little Chalfont, UK） を 用 い て 精 製 し た 上 で，
ABI 3130xl sequencer（Applied Biosystems, 
Massachusetts, USA）を用いたダイレクトシーケ
ンスにより，DNA の塩基配列を決定した．最後に，

DNA Data Bank of Japan（DDBJ）の相同性検索
プログラム（BLAST）を用いて，得られた塩基配
列と既知の塩基配列とを比較することで，DNA バー
コーディング法による分類群の同定を試みた．

結果および考察
利尻島から採集された個体の COI 領域の塩基

配列を，既知の塩基配列と比較したところ，既知
の塩基配列の中ではフランスとスペインから採
集 さ れ た 3 個 体 の Rhynchodemus cf. sylvaticus
（Álvarez-Presas et al., 2014; DDNJ Accession 
No. KJ659685, KJ659672, KJ659686） の 塩 基
配列と最も高い一致率を示し，一致率は 89% で
あった．この一致率は，同種と判断するには低い
が， 形 態 的 特 徴 に よ る 分 類（Rhynchodeminae
亜 科，Rhynchodemini 族 の 一 種 ） を 支 持 し，
か つ Rhynchodemus 属 の 一 種 で あ る こ と を 示
唆する．さらに日本に生息することが知られて
い る Rhynchodemus 属 の 陸 産 ウ ズ ム シ 類 は，
Rhynchodemus ijimai の一種のみであることから
（Kaburaki, 1922)，本研究で用いた利尻島の陸産
ウズムシ類が R. ijimai である可能性もあるが，一
方で，R. ijimai の CO1 領域の塩基配列は明らかに
されていないため，国内では未知の種であることも
十分に考えられる．同様に，利尻島における陸産
ウズムシ類の分布が人為移入によるものかどうか
も，現時点では判断できない．今後は，利尻島外
の Rhynchodemus 属の陸産ウズムシ類を含む広域

図 1．A. 発見された陸産ウズムシ類．B. 採集地点の環境．
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のサンプルを用いて，形態的特徴のより詳細な観察
と，DNA の塩基配列を用いた系統関係の推定を行
う必要があるだろう．

なお，本研究で新たに決定された COI 領域の塩
基配列は，DDBJ から取得することができる (DDBJ 
Accession No. LC194235)．本研究で用いた標本
の情報は下記の通りである．

Rhynchodemus sp.
標本情報：利尻島姫沼付近ノドットマリ川沿い．
2015 年 6 月 1 日．森井悠太，採集．
Specimen examined: Nodottomari, Rishiri Island, 
Hokkaido. 45.22686° N, 141.26077° E（WGS 84). 
June 1, 2015. coll. Y. Morii. Uchida Collection No. 
501, No. 502.
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